
須坂市教育委員会６月定例会 会議録 

 

１ 日 時 令和２年６月１９日（金）午後２時 ～３時 40 分  

 

２ 場 所 人権交流センター ２階会議室 

 

３ 出席した委員 教育長      小林 雅彦 

         教育長職務代理者 神戸 要子 

         教育委員     二ノ宮邦彦 

         教育委員     水上 智恵 

 

４ 説明のため出席した職員 

         教育次長     関  政雄 

学校教育課長   清水 秀一 

         子ども課長    新井 修一 

         人権同和教育課長 牧  俊彦 

         学校給食ｾﾝﾀｰ所長 北堀 智 

         文化スポーツ課長 田中 賢一 

         生涯学習推進課長 山岸 一延 

         主任指導主事   後藤 昭彦 

         指導主事     竹前 金三 

指導主事     宮崎 健 

         指導主事     北村 雅 

 

５ 事務局出席職員 

庶務係長     中村 健司 

庶務係主査    森井 徳一 

 

６ 本日の会議に付した事項 

（１）学校等の状況報告について 

 

（２）議 題 

議案第 24 号 須坂市子ども・子育て会議委員の委嘱について 

       議案第 25 号 須坂市立博物館協議会委員の委嘱について 

  議案第 26 号 須坂市公民館運営審議会委員の委嘱について 



（３）協 議 

     なし 

 

（４）一般行政報告 

①教育長出席行事の報告について 

②新型コロナウイルス感染症対策について 

③旧第２通学区の高校の学びのあり方について意見・提案（案） 

④６月補正予算（４号）（案）について 

 

（５）その他 

①教育委員会行事予定について 

②須坂市教育委員会主催・共催大会等への出席について 

③その他 

 

  

小林教育長が開会を宣した。 

   

１ 学校などの状況報告について 

  教育長が説明を求めた。 

  後藤主任指導主事が全体について、北村指導主事が学校経営概要について説明し

た。 

  二ノ宮委員から「クラス替えを実施している学校と実施していない学校があるが、

それぞれ特徴的なことがあるのか」との質問があり、「実施していない中学校は学

級数がすくないため、また初年度指導が３年生まで続いた方が良いという理由で学

級編成を実施していない」との回答があった。 

  水上委員から「学校によっては授業参観が低学年と高学年で日にちを分けている

が、分けることによって多くなるのでは。学校はどう考えているのか。」との質問

があり、「学校はターゲットを絞ってしっかりと観てもらいたいと考えている。た

しかに親の負担は多いが、低学年と高学年を同じにしてしまうとどうしても高学年

の方に行ってしまう。」との回答があった。 

  神戸職務代理者から「小学校２年生で職場見学を行っている学校があるが、２年

生では早いのでは。」との質問があり「社会科見学の一部で行っている。」との回答

があった。 

   

２ 議題 



教育長からの求めで、議案第 24号から第 26号まで一括して、担当課長が説明した。

それぞれ特に意見・質問無く、承認された。 

  

３ 協議事項 

なし 

    

４ 一般行政報告 

（１）教育長出席行事の報告について 

   教育長が主だった出席行事について説明した。 

   ・６月１２日、小中学校のあり方検討会議 

→あり方検討会は５回に分けて開催予定。幼稚園や高校の立場の方にも委

員として参加して頂いている。学校の統廃合については議論しない。 

今回は、新型コロナがもたらした学習への影響について、それに伴うオン

ライン学習の導入、アフターコロナの学びのあり方等について会議を行

った。 

・６月１７日、臨時校長会 

    →避難所・避難場所の開設について。避難場所を開設する際、学校長が責任

者になる事について協議を行った。 

    

（２）新型コロナウイルス感染症対策について 

   小林教育長が説明を求めた。 

   学校対応について清水学校教育課長が説明した。 

   学校・ＰＴＡ人権教育推進校の変更について牧人権同和教育課長が説明した。 

   図書館について田中文化スポーツ課長が説明した。 

 

（３）旧第２通学区の高校の学びのあり方について意見・提案について 

   小林教育長が説明を求めた。 

関教育次長が説明した。 

 二ノ宮委員：協議会がビフォーコロナの時代で終わっているので、アフターコロナ 

   の感覚をどのようにこの提案書から生かしているか考えて読んでみた。実施 

方針について幾つかキーワードがあり、ＩＣＴ教育やリモート教育を深める、 

高校間どうしの合同授業、大学との連携、遠隔授業などがある。これら等につ 

いて今後、将来像についてまとまった案を検討していく必要がある。 

教育長：アフターコロナの事については、これからこの提案書の上に検討し、県に 

  唱えていかなければならない大事なものである。 



 

神戸職務代理：資料の中に、「地域内に私立高校がない。」とあるが、中野市と須坂

市に県立高校しかないことが進学率を低くしている事に影響がある

のか。 

  関次長：そのことが進学率には影響していない。資料にもあるが、地域によって

私立への進学率に差がある。 

 

（４）６月補正予算（４号）（案）について 

   小林教育長が説明を求めた。 

   新井子ども課長が説明した。 

   

４ その他 

（１）教育委員会行事予定について 

   小林教育長が説明を求め、各課長等が説明した。 

  ・次回定例教育委員会は、７月３０日（木）午後２時から理事者控室で開催と決

定した。 

 

（２）主催共催大会等への出席について 

   小林教育長が説明を求め、清水学校教育課長が説明した。 

 

（３）その他 

なし。 

 

小林教育長が閉会を宣した。 

 


